
議案第７９号 

 

   市議会等の請求によつて出頭した者に対する実費弁償の支給に関する条例の一

部を改正する条例 

 市議会等の請求によつて出頭した者に対する実費弁償の支給に関する条例（昭和 

３４年条例第１５号）の一部を次のように改正する。 

 題名を次のように改める。 

   狭山市証人等の実費弁償に関する条例 

 第１条を次のように改める。 

 （趣旨） 

第１条 この条例は、市の機関の請求によつて出頭し、参加し、又は出席した者に対

する実費の弁償に関し必要な事項を定めるものとする。 

 第２条に見出しとして「（実費弁償）」を付し、同条中「別表に定める」を「次条

の規定により」に改め、同条第１号中「地方自治法」の次に「（昭和２２年法律第 

６７号）」を加え、同条第２号中「第１００条第１項」を「第１００条第１項後段」

に改め、同条第９号中「地方税法」の次に「（昭和２５年法律第２２６号）」を加え、

同号を同条第１１号とし、同条第８号中「地方公務員法」の次に「（昭和２５年法律

第２６１号）」を加え、同号を同条第１０号とし、同条第７号を同条第９号とし、同

条第６号中「公職選挙法」の次に「（昭和２５年法律第１００号）」を、「農業委員

会等に関する法律」の次に「（昭和２６年法律第８８号）」を加え、同号を同条第８

号とし、同条第５号を同条第７号とし、同条第４号中「第１０９条第６項、第１０９

条の２第５項及び第１１０条第５項」を「第１０９条第５項において準用する同法第

１１５条の２第２項」に改め、同号を同条第６号とし、同条第３号中「、第１０９条

の２第５項及び第１１０条第５項」を「において準用する同法第１１５条の２第１ 

項」に改め、同号を同条第５号とし、同条第２号の次に次の２号を加える。 

（３）地方自治法第１１５条の２第１項の規定により、市議会の会議における公聴会

に参加した者 

（４）地方自治法第１１５条の２第２項の規定により、市議会の請求によつて出頭し

た参考人 

 第３条を次のように改める。 

 （実費弁償の額及び支給方法） 

第３条 実費を弁償する場合の額は、狭山市職員等の旅費に関する条例（昭和５３年



条例第３２号。以下「旅費条例」という。）の規定により市長等以外の職員に支給

する旅費に相当する額とする。ただし、日当については、旅費条例第１６条の規定

にかかわらず、１日につき４，０００円とする。 

２ 実費を弁償する場合の支給方法は、旅費条例の規定により職員に支給する旅費の

例による。 

 第３条の次に次の１条を加える。 

 （委任） 

第４条 この条例に定めるもののほか、実費の弁償に関し必要な事項は、市長が別に

定める。 

 別表を削る。 

   附 則 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条第３号及び第４号の改正規

定は、地方自治法の一部を改正する法律（平成２４年法律第７２号）附則第１条た

だし書に規定する規定の施行の日から施行する。 

２ 改正後の第３条の規定は、市の機関の請求によって出頭、参加又は出席をするた

めにこの条例の施行の日以後に出発する旅行について適用し、同日前に出発する旅

行については、なお従前の例による。 

 

 

  平成２４年１１月２７日提出 

 

           狭山市長 仲 川 幸 成 

 

 

 

提案理由 

 地方自治法の改正に伴い、所要の改正をするとともに、市の機関の請求によって出

頭し、参加し、又は出席した者に対する実費の弁償の額及び支給方法の規定を改めた

いので、この案を提出するものである。 


